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〈ポリアミド樹脂〉� レオナに関する基本的な説明�

1-1 レオナとは�
　レオナとは旭化成が製造販売するポリアミド樹脂(ポリアミド樹脂、略号；PA)の総称です。

本技術資料では、便宜上、ポリアミド樹脂をポリアミドと表記します。�

�
1-2 レオナの製造�
　レオナは弊社独自の技術で、原料から製品(樹脂)迄一貫生産されています。その製造工程を図

示しますと、図１のようになります。�
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図-1　レオナの製造フローシート�
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1-3 レオナの特長�
　レオナの特長をいくつかの観点から見てみますと次のようになります。�

�(1)エンジニアリング樹脂(エンプラ)の中でのレオナの特長�
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�(2)エンジニアリング樹脂の中でのレオナ(ポリアミド66)の特性�

　�表1～2に5大エンプラ(ポリアミド、ポリアセタール、ポリカーボネート、変性ポリフェニレ

ンオキサイド、ポリブチレンテレフタレート)の特性を一覧表で示します。�

非強化レオナの特長�

長　　所�

短　　所�

①耐熱性が優れています。�

②強じん性、耐久性、電気特性等を高度に、かつバランス良く保有し�

ています。�

③耐油性が優れています。�

①吸水性があり、寸法安定性が若干劣ります。�

②耐酸性がやや劣ります。�

長　　所�

短　　所�

ガラス繊維強化レオナの特長�

①強度剛性が一段と高いレベルにあります。�

②耐熱性、強じん性、耐久性、耐油性等を更に高度に、かつバランス��

良く保有しています。�

③吸水性が小さくなり、寸法安定性が良くなります。�

①異方性、ウェルド部の強さ、成形加工時のスクリュー摩耗など、ガ�

ラス繊維強化樹脂に共通の欠点があります。�



〈ポリアミド樹脂〉� レオナに関する基本的な説明�
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項　　　　目�
試験方法�

単　　　位� PBT
〔レオナ〕�
ポリアミド�

66ＡＳＴＭ、ＵＬ�

融点�
ガラス転移点�
比重�
吸水率（24hr）�

引張強さ�
引張破断伸び�
曲げ強さ�
曲げ弾性率�
アイゾット衝撃値、ノッチ付き�
ロックウェル硬さ�
テーバー摩耗（CS-17）�

熱変形温度(18.6kgf/cm2)
線膨張係数�
UL長期耐熱温度（衝撃あり）�
燃焼性�

体積固有抵抗�
絶縁耐力（絶縁破壊強さ）�
誘電率（60～106Hz）�
耐アーク性�

－�
－�

D 792
D 570

D 638
D 638
D 790
D 790
D 256
D 785
D1044

D 648
D 696
UL746
UL 94

D 257
D 149
D 150
D 495

℃�
℃�

℃�

℃�

－�
％�

％�
kgf/cm2

kgf/cm2
kgf/cm2

kgf・cm/cm

mg/103cycle

×10－5/℃�

Ω・cm
kv/mm
－�
sec

265
50

1.14
1.3

830
60

1200
29000

4.5
R120（M80）�

6

70
8.1
105
V-2

1015 1014

31
4.1～3.4

128

224
22

1.31
0.08

560
300
870

25000
4

R118（M75）�
10

58
9.4
120
HB

17
3.3～3.1

190

－�

－�

表１　５大エンプラ（非強化）の特性�

�

項　　　　目� 試験方法� 単　　　位�
〔レオナ〕�

ＡＳＴＭ、ＵＬ�

融点�
ガラス転移点�
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引張強さ�
引張破断伸び�
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ロックウェル硬さ�
テーバー摩耗（CS-17）�

熱変形温度(18.6kgf/cm2)
線膨張係数�
UL長期耐熱温度（衝撃あり）�
燃焼性�

体積固有抵抗�
絶縁耐力（絶縁破壊強さ）�
誘電率（60～106Hz）�
耐アーク性�

－�
－�

－�

D 792
D 570

D 638
D 638
D 790
D 790
D 256
D 785
D1044

D 648
D 696
UL746
UL 94

D 257
D 149
D 150
D 495

℃�
℃�

℃�

℃�

－�
％�

％�
kgf/cm2

kgf/cm2
kgf/cm2

kgf・cm/cm

�

mg/103cycle

×10－5/℃�

Ω・cm
kv/mm
－�
sec

265
50

1.39
1.0

1900
6

2700
91000

R120（M96）�

3.3
125

1015 1014

114

224
22

1.52
0.07

1400
4

2000
90000

711
R121

2.0
140

150

－�

－�

－�

表２　５大エンプラ（GF強化）の特性�

15 25

摩擦係数（対鋼）� －� －� －� 0.13

摩擦係数（対鋼）� mg/103cycle －� 0.15
250 210

HBHB

－�
2333

PBT
ＧＦ30％�

ポリアミド66
ＧＦ33％�

ＳⅠ単位への換算法　圧力：1kgf/cm2＝0.098MPa　エネルギー強度：1kgf・cm/cm＝9.80J/m
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POM PC 変性PPO
GF25% GF30% GF30%
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～56
1.61

（0.29）�

1280
3

2000
77000

8.6
M79

163
6.0
100
HB

23
－�

130

－�
150
1.43
0.20

1250
4

1900
78000

15
M90
33

145
2.7
－�
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60～150
－�

120

－�
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1200

5
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240 120

80 110 100

75

16

20

0.07

－�
150
1.20
0.24

630
100
950

23000
13
M80
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摩擦係数（対鋼）�0.15
40

－� 0.30

摩擦係数（対鋼）�0.15 0.33－�

135
7.0

V-2

90
3.04～2.98

－�
－�
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650
60
800

25000
27
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130
6.0

V-0

～2.65

レオナ以外は｢ポリアミド樹脂ハンドブック(福本修編)日刊工業｣より抜粋�
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(3)ポリアミドファミリーの化学構造と特性�
�
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�

　　表4及び5には特性一覧表を示します。又図2にポリアミドファミリーの平衡水分率図を�

　　示します。�

�
ポリアミドの吸水性について�
　ポリアミドは、その化学構造により吸水性があります。ポリアミドファミリーの中では、アミ

ド基濃度の高いポリアミドほど吸水性が大です。吸水性が大きい、といってもある限界がありま

す。�

大気中に､ポリアミド樹脂を曝した時､これ以上吸水しない限界を平衡水分率と呼び､それは相対

湿度によってかわりますが、ある相対湿度ではある一定値を示します（図2)。��

又、水分率（吸水率とも云う）は曝した時間に比例して増え最後は平衡水分率に達して一定とな

ります。�

吸水することによってポリアミドの物性上、強じん性、耐衝撃性や柔軟性に優れた面をもちます

が、反面、強度や寸法の面で問題となることがあります。�

成形する時には吸水していない状態で行うのが好ましく、もし、"レオナ"製品を長時間開封した

まま放置し吸水の心配のある時は、80℃程度の熱風乾燥をするか真空乾燥をして、水分率を成

形可能限度の0.25％以下にする必要があります。�

5 6

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

(4)レオナのグレードと一般物性�

　�レオナは、ポリアミド66をベースポリマーとして、その基本的特長を生かしながら、各種の

添加剤等の配合により、更に特殊な機能をもったグレードを準備しております。表6はそのグレ

ード一覧表です。��

またレオナはグレードによって、各物性が若干異なったものとなっております｡表7～10はその

物性一覧表です。�

表 3　ポリアミドファミリー�

①ポリアミド6

②ポリアミド66

③ポリアミド610

④ポリアミド612

⑤ポリアミド11

⑥ポリアミド12

⑦ポリアミド46

⑧そ　の　他�

N(CH2)5C
H O n

N(CH2)10C
H O n

N(CH2)11C
H O n

mp：融点�

mp：220℃�

mp：265℃�

mp：215℃�

mp：215℃�

mp：187℃�

mp：176℃�

mp：290℃�

�

(芳香族系ポリアミド等)

O n

N(CH2)6NC(CH2)4C
H HO

n

N(CH2)6NC(CH2)8C
OH HO

n

N(CH2)4NC(CH2)4C
OH HO

n

N(CH2)6NC(CH2)10C
OH HO

0 20 40 60 80 100

12

11

612

610

相　対　湿　度（％)

2

4

6

8

10

12

平
　
　
衡
　
　
水
　
　
分
　
　
率
（
％
）�

66

6

46

ポリアミド�

図-2　ポリアミドの平衡水分率(非強化タイプ)
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項　　　　目�
試験方法�

単　　　位�
ポリアミド� 〔レオナ〕�

ポリアミド�
6 66ＡＳＴＭ、ＵＬ�

融点�
ガラス転移点�
比重�
吸水率（24hr）�

引張強さ�
引張破断伸び�
曲げ強さ�
曲げ弾性率�
アイゾット衝撃値、ノッチ付き�
ロックウェル硬さ�
テーバー摩耗（CS-17）�

熱変形温度(18.6kgf/cm2)
線膨張係数�
UL長期耐熱温度（衝撃あり）�
燃焼性�

体積固有抵抗�
絶縁耐力（絶縁破壊強さ）�
誘電率（60～106Hz）�
耐アーク性�

－�
－�

D 792
D 570

D 638
D 638
D 790
D 790
D 256
D 785
D1044
D 648
D 696
UL746
UL 94

D 257
D 149
D 150
D 495

℃�
℃�

℃�

℃�

－�
％�

％�
kgf/cm2

kgf/cm2
kgf/cm2

kgf・cm/cm

mg/103cycle

×10－5/℃�

Ω・cm
kv/mm
－�
sec

220
50

1.14
1.8

740
200
1250
26000

5.6
R114

6
63
8.5
105
V-2

1015 1015

31
4.0～3.7

121

265
50

1.14
1.3

830
60

1200
29000

4.5
R120

7
70
8.1
105
V-2

28
4.1～3.4

128

－�

－�

表４　代表的なポリアミド樹脂の特性（非強化タイプ）�

�

項　　　　目� 試験方法� 単　　　位�
〔レオナ〕�

ＡＳＴＭ、ＵＬ�

融点�
ガラス転移点�
比重�
吸水率（24hr）�

引張強さ�
引張破断伸び�
曲げ強さ�
曲げ弾性率�
アイゾット衝撃値、ノッチ付き�
ロックウェル硬さ�
テーバー摩耗（CS-17）�

熱変形温度(18.6kgf/cm2)
線膨張係数�
UL長期耐熱温度（衝撃あり）�
燃焼性�

体積固有抵抗�
絶縁耐力（絶縁破壊強さ）�
誘電率（60～106Hz）�
耐アーク性�

－�
－�

D 792
D 570

D 638
D 638
D 790
D 790
D 256
D 785
D1044

D 648
D 696
UL746
UL 94

D 257
D 149
D 150
D 495

℃�
℃�

℃�

℃�

－�
％�

％�
kgf/cm2

kgf/cm2
kgf/cm2

kgf・cm/cm

�

mg/103cycle

×10－5/℃�

Ω・cm
kv/mm
－�
sec

220
50
1.36
1.2

1600
5

2400
75000

R120

2.5
115

1015 1015

131

265
50

1.39
1.0

1900
6

2700
91000

1111
R120

3.3
125

114

－�

－�

－�

表５　代表的なポリアミド樹脂の特性（ガラス繊維強化タイプ）�

(12) 15
190 250

HBHB

4
3360

ポリアミド6
ＧＦ30％�

ポリアミド66
ＧＦ33％�

ＳⅠ単位への換算法　圧力：1kgf/cm2＝0.098MPa　エネルギー強度：1kgf・cm/cm＝9.80J/m

1014 1014 1015

項　　　　目�

融点�
ガラス転移点�
比重�
吸水率（24hr）�

引張強さ�
引張破断伸び�
曲げ強さ�
曲げ弾性率�
アイゾット衝撃値、ノッチ付き�
ロックウェル硬さ�
テーバー摩耗（CS-17）�

熱変形温度(18.6kgf/cm2)
線膨張係数�
UL長期耐熱温度（衝撃あり）�
燃焼性�

体積固有抵抗�
絶縁耐力（絶縁破壊強さ）�
誘電率（60～106Hz）�
耐アーク性�

レオナ以外は｢ポリアミド樹脂ハンドブック(福本修編)日刊工業｣より抜粋�

ポリアミド11 ポリアミド610 ポリアミド46
GF30% GF30% GF30%

187
37

1.26
0.12

950
5

1460
32000

9.5
R116

173

_

3.0
115
HB

20
-

120

215
50

1.32
0.21

1600
5

2300
70000

13
R118
(10)

185
2.5
-

HB

30
-

120

290
60

1.41
-

2000
15

3100
87000

11
R123

-

285
3
-

HB

-
3.9
-

項　　　　目�

融点�
ガラス転移点�
比重�
吸水率（24hr）�

引張強さ�
引張破断伸び�
曲げ強さ�
曲げ弾性率�
アイゾット衝撃値、ノッチ付き�
ロックウェル硬さ�
テーバー摩耗（CS-17）�

熱変形温度(18.6kgf/cm2)
線膨張係数�
UL長期耐熱温度（衝撃あり）�
燃焼性�

体積固有抵抗�
絶縁耐力（絶縁破壊強さ）�
誘電率（60～106Hz）�
耐アーク性�

ポリアミド� ポリアミド� ポリアミド� ポリアミド�
11 12 610 46

187
37

1.04
0.23

550
330
690

10000
4

R108
5

50～60
9.1
90
V-2 V-2

1014 1014 10151014
17 17

3.7(1kHz,Wet)
123

176
50

1.02
0.21

500
350
740

11000
4～6
R105

5
50～60

12

3
120 120

－� －� －�

－�

－�

－�

－�

215
50

1.08
0.30

580
>200
950

20000
5～6
R116

4
60
12

HB～V-2

20
3.1

290
60

1.18

1000
50

1450
32000

9
R123

150
10

HB

3.5

レオナ以外は｢ポリアミド樹脂ハンドブック(福本修編)日刊工業｣より抜粋�




